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研究成果の概要（和文）：サハリン北部およびハバロフスク地方で各2回の現地調査を行い、聞き取りおよび植
物相・植生の把握を進めた。ベリー類の重要性など、サハリン・ニヴフの植物資源利用の特徴を整理した。
サハリン・ニヴフの居住域であるシュミット線北側の植物相・植生は同緯度の他地域と比較して特殊であること
を見いだした。
それらを踏まえ、アムール川起源の砂が厚く堆積した層の存在が当該地域の貧弱な植物相・植生をもたらし、そ
れがニヴフの植物資源利用文化の特徴に強い影響を及ぼしていることを示した。

研究成果の概要（英文）：We conducted fieldworks two times each in the Northern Sakhalin and the 
Khabarovsk region for interviews and investigation of the flora and vegetation. The characteristics 
of the Sakhalin Nivkh’s utilization of plant resources such as the importance of berries were 
organized. 
The particularity of the flora and vegetation of the north side area of Schmidt's Line, where the 
Sakhalin Nivkh traditionally inhabited, compared with the other area in the similar latitude, was 
found.
Based on the above, we demonstrated that the stratum of sand brought by the Amur River causes the 
poor flora and vegetation of this area and this strongly influences the characteristics of the 
Nivkh’s utilization of plant resources.

研究分野：動植物と人との関わり、民族植物学、植物生態学

キーワード： ニヴフ　サハリン　アムール　植生　植物相　民族植物学　生態人類学　食文化
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１．研究開始当初の背景 
 
 北東アジアの先住民は漁労や狩猟が主な生
業とされ、植物資源の利用については注目さ
れてこなかった。地域により構成種が大きく
変わる植物は、動物より強く自然環境と文化
との相互作用に強く影響しているにもかかわ
らず、植物は種数の多さや識別の困難さから、
種類の特定（同定）すらおぼつかない状況で
あった。 
 研究代表者は、科学研究費補助金（課題番
号：20520724）による研究などにより、文化
人類学や言語学の研究者と協働したフィール
ドワークを実施し、サハリンのニヴフ、ウイ
ルタを中心として、当該地域の先住民族の利
用する植物「種」（生物学的な種とは必ずしも
1 対 1 で対応しない）を相当数報告し、多く
を正しく同定した上でタクソンとの対応につ
いて明らかにしてきた。並行して動植物相・
植生・地形・水文環境など自然環境について
もデータを蓄積してきた。 
 その中で、ベリー類の多用や小型ユリ科植
物の重視など、ニヴフおよびウイルタの植物
資源利用文化についていくつかの特徴を指摘
することができた。それらは近隣の民族であ
る北海道アイヌのものとは異なり、伝統的な
居住域であるサハリン北部の環境と符合して
いることが想定された。このような植物資源
利用文化の地域的な差異はどのような要因に
よってもたらされているのかという点が、興
味深い課題として残った。 
 一方、ニヴフの伝統的な居住域はアムール
下流域とサハリンの 2 つの地域にまたがる。
両地域では植生が異なることが事前の予備調
査で示唆されていた。ニヴフはアムール方言
とサハリン方言の 2 つのグループ間で文化的
にも若干相違があるとされるが、植物資源利
用文化にも差異があることが予想された。 
 いずれも、自然環境の違いが文化の違いに
どのような影響を及ぼしているのかという点
で、これまでにない視点の研究となることが
期待できた。 
 
２．研究の目的 
 
 以上の背景を踏まえ、本研究では、現地調
査および文献調査によるデータを分析し、以
下の 2つを明らかにすることを目的とする。 
 
(1) サハリン中央部には「シュミット線」と名
付けられている植物分布の境界線がある。植
物区系の上で、この線より南は日本と同じ東
アジア区系に属するのに対し、北側は周極針
葉樹林区系になり、南北で植物相が劇的に変
わる。サハリン先住民のうち、樺太アイヌは
伝統的な居住域がこの線より南側である一方、
ニヴフおよびウイルタはおおむね北側に限ら
れるが、シュミット線の存在がそれぞれの植
物資源利用文化にどのような影響を与えてき

たのかを検証する。 
 
(2) アムール下流域とサハリン両地域のニヴ
フの植物資源文化の相違を明らかにした上で、
そのことに植生など自然環境の相違がいかに
影響を及ぼしているかを検証する。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 現地調査の概要 
 研究期間の 1 年目はハバロフスク地方、2
年目はハバロフスク地方およびサハリン北部、
3 年目はサハリン北部および中部において現
地調査を行った。 
 ハバロフスク地方については、アムール・
ニヴフの伝統的な居住地域であるアムール川
下流域に位置するニコラエフスク・ナ・アム
ーレ市および近郊の村、および現在多くのニ
ヴフが住むハバロフスクの市内において、当
地在住の話者数人より聞き取り調査を行った。
また、ニコラエフスク市周辺の森林および湿
原において、植物相・植生を調査した。 
 サハリンについては、北部でニヴフ人口が
最も多いネクラソフカ村で、当地在住の話者
数人より、野外での聞き取りを含む調査を実
施した。また、同村の周辺の森林および湿原
において、植物相・植生を調査した。3年目に
は、サハリン北部東海岸のピルトゥン湾の砂
州上で植物相・植生を調査することができた。
加えて 3 年目には、初めてシュミット線のす
ぐ南に当たるアレクサンドロフスク・サハリ
ンスキーを訪れ、短時間の植物相・植生に関
する調査を行うことができた。 
 
(2) 植物資源利用文化 
 これまでの蓄積が最も大きいニヴフの植物
資源利用文化に関して、研究代表者等の過去
の調査データを活用するとともに、現地で補
強のための聞き取り調査を行ったほか、既存
の文献（主にロシア語）による情報も加える
ことで、データの集積を進めた。 
 
(3) 植物相および植生 
 当該地域の植物相および植生について、既
存のロシア語文献、現地のロシア人研究者に
よるデータおよび研究代表者等のこれまでの
データを活用し、データの集積を進めた。加
えて、ロシア側研究協力者の協力も得て、こ
れまでのデータを補強する調査を行った。 
 
(4) 分析・考察 
 これらのデータを整理・分析し、上記の目
的にある、植物相・植生などの自然環境が植
物資源利用文化に与える影響について考察し
た。 
 
４．研究成果 
 
(1) 植物資源利用文化に関する調査 
 ハバロフスク地方における聞き取り調査で



は、研究代表者らも含めてこれまでほとんど
調査されていなかったアムール・ニヴフの植
物資源利用文化に関して多くの情報を得るこ
とができた。しかしながら、研究期間に先立
つ予備調査を含めても 3 回の滞在では、特徴
を比較分析するだけの十分なデータとはなら
なかった。加えて、聞き取りを進める中で、ア
ムール川下流域においては、ニヴフの伝統的
な集落が現在の居住地からはかなり離れて分
布しており、訪問して植生等を確認すること
が困難であることが明らかになった。そのた
め、まずは基礎的な情報として、ニヴフの伝
統的な集落の位置について把握する必要があ
ることがわかった。 
 サハリン北部における聞き取り調査では、
過去の調査では訪れたことがなかった集落周
辺の野外に話者とともに出かけ、ベリーを採
取しながら聞き取りを行うことができた。湿
原や山火事跡地等、特定のベリー類が特に高
密度に分布し、採集に好適なポイントについ
て知っているということが重要であることな
ど、さまざまな新知見を得ることができた。 
 
(2) 植物相および植生に関する調査 
 ニコラエフスク市周辺における植物相・植
生調査では、短時間の滞在となったため予備
的な調査に留まったが、特にサハリン北部と
の比較において、以下の点を確認できた。 
・サハリン・ニヴフが現在でも頻繁に利用
し、また、重要視している、ベリー類を
豊富に採取できる湿原や砂丘などの環境
が、アムール川河口～下流域には比較的
少ないこと。 

・そのようなベリー類を豊富に採取できる
環境は、あったとしても少なくとも現在
の居住地からは遠く、頻繁に採集に行く
ことはできないこと。 

・アムール川河口～下流域は、サハリン北
部と異なり広葉樹の樹種が豊富であるこ
と。 

・広葉樹のうち食用となる果実をつける中
高木は、サハリン北部ではエゾノウワミ
ズザクラ 1 種のみであるのに対し、アム
ール川河口～下流域では数種見られるこ
と。 

・ミズゴケ湿原においては、サハリン北部
との植物相の差異は少ないこと。 

 しかしながら短期間の調査で踏査できる範
囲は限られ、アムール・ニヴフの伝統的な居
住域に一般化するためには依然としてデータ
が不足している。 
 サハリン北部、ネクラソフカ村における植
物相・植生調査では、伝統的な集落周辺に湿
原が多いことを再確認した。また、ピルトゥ
ン湾の砂州においては、短時間ではあるが大
規模な砂州上の植物相・植生を調査すること
ができた。 
 シュミット線のすぐ南に当たるアレクサン
ドロフスクにおける調査では、北部（シュミ
ット線以北）とは植生・植物相とも大きく異

なり、南方系の植物種が見られることを確認
した。 
 
 
(3) 分析・考察 
 ベリー類の重要性など、サハリン・ニヴフ
の植物資源利用の特徴を体系立てて整理し、
それがサハリン・ニヴフの伝統的な居住域で
あるシュミット線北側の植生・植物相とどの
ように関わっているかについて分析を行った。 
 その結果、シュミット線北側の植生・植物
相が、同緯度の他地域と比較しても極めて特
殊であるということが強く影響していると推
測された。これはアムール川の運んできた砂
が厚く堆積した層の影響によるものと考えら
れる。この砂の層の存在による土壌の発達の
悪さが貧弱な植生・植物相をもたらし、それ
がサハリン・ニヴフの植物資源利用文化の特
徴に影響を及ぼしていると結論づけられた。 
 以上の情報を整理し、気候・地理的環境、植
物相、植生という自然環境の各要素が、植物
資源利用文化の特徴にどう関連し、どのよう
な形で影響を及ぼしているかを明らかにでき
た（水島ほか 2017）。 
 アムール下流域とサハリン両地域の相違に
関しては、3 年間の研究期間ではアムール川
河口地域に関して分析に耐えるだけのデータ
が得られず、今後の課題として残った。 
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